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＜はじめに＞ 

 

株式会社ファルコンの社名は、ハヤブサが地球上で最も速く移動できる生

き物で、急速に方向転換ができる特性を持っていることから、時代の流れを素

早く察知し、社会のニーズに応えることのできる建設コンサルタントとして成

長するようにと名付けられたものです。 

私たちは、建設コンサルタントとして、地域で暮らす人々の安全を守るため

に調査・設計、地質調査、測量、構造物点検、人材派遣などを行っています。 

私たちの果たすべき役割は時代と共に変化しており、環境に配慮した仕事

を常に考え進めていく必要があります。そのためには、高い技術力を身につ

け、提案できる企業であり続けるべきだと考えています。 
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環境経営方針 

＜環境経営理念＞ 

株式会社ファルコンは、経営理念である 『社員一人ひとりが輝き成長でき

ると共にその家族の幸せを追求する企業であり続ける』 『私たちの技術力で

お客様へ「安心」を提供し地域社会を豊かにする』 を基本とし、建設コンサル

タント業として、人々の命と財産を守り安心・安全な社会を実現するため、

調査・設計、地質調査、測量、構造物点検に注力し、社会インフラ整備の役割

を担うと共に、業務実施において環境に与える影響を的確に捉え、地球環境

の保全と環境負荷の低減に取り組みます。 

＜環境保全への行動指針＞ 

一、 環境に配慮した行動の推進 

 ①二酸化炭素排出量の削減 

 ②廃棄物排出量の削減 

 ③水使用量の削減 

 ④グリーン購入の推進 

 ⑤環境配慮の推進 

一、 関連法規等の遵守 

 事業活動においては環境関連法規等を遵守します。 

一、 環境活動の推進 

 地域社会と環境コミュニケーションを図り、地域の環境保全に努めます。 

一、 環境方針の周知と公表 

 環境方針は全社員に周知徹底し、社員と共に環境経営システムを運用管

理し、結果を環境経営レポートとして公表します。 

一、 環境経営の継続的改善 

 環境方針、環境目標及び環境活動計画は定期的に見直し、継続的改善を

図ります。 

 

 

 

 

制定日：2023 年 5 月 31 日 

株式会社ファルコン 

代表取締役社長 古川 清司 
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会社概要 

（1） 名称及び代表者名 

株式会社ファルコン 

代表取締役社長 古川 清司 

（2） 所在地 

本 社 ： 〒770-0053 徳島県徳島市南島田町二丁目 84 番地 

H P ： https://kk-falcon.jp/ 

（3） 環境管理責任者及び担当者連絡先 

環境管理責任者 ： 代表取締役副社長 安平 憲司 

環境事務局 ： 総務部 総務課 マネジャー 松下 真理 

         技術部 調査・設計担当 リーダー 森下 岳史 

         総務部 総務課 メンバー 平井 奈菜 

T E L ： 088-678-7610  F A X ： 088-678-7611 

（4） 事業活動の内容 

登録事業名 登録番号 

建設コンサルタント業 建 03 第 7249 号 

地質調査業 質 03 第 1983 号 

測量業 第(6)-22809 号 

労働者派遣事業 派 36-300024 

（5） 事業の規模 

設立年月日 ： 平成元年 4 月 1 日 

資  本  金 ： 3,000 万円 

売  上  高 ： 5 億 2 千万円 (令和 4 年度実績) 

従 業 員 数 ： 54 名 (令和 5 年 10 月 1 日時点) 

延べ床面積 ： 619.59 ㎡ 

（6） 事業年度 

４月～翌年３月 

（7） 認証登録対象範囲 

全組織・全活動 

（8） レポートの対象期間及び発行日 

対 象 期 間 ： 2022 年 7 月 1 日～2023 年 6 月 31 日 

試 行 期 間 ： 2023 年 7 月 1 日～2023 年 9 月 30 日 

発 行 日 ： 2023 年 10 月 25 日 
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＜環境経営組織図及び役割と権限＞ 

 

責任者及び担当者 役割・責任・権限 

代表取締役社長 

古川 清司 

・環境経営に関する統括責任者 

・環境経営システム構築に必要な人・物を準備 

・環境管理責任者を任命 

・環境経営方針の策定・見直し・指示を実施 

・代表者による全体評価と見直しを実施 

環境管理責任者 

代表取締役副社長 

安平 憲司 

・環境経営システムの構築・実施・管理 

・環境経営目標・環境経営計画書の承認 

・環境活動の実績集計を承認 

・環境関連法規等の取りまとめを承認 

・環境活動の取組結果を代表者に報告 

・環境経営レポートの承認 

・是正措置・予防措置の勧告 

環境事務局 

松下 真理 

森下 岳史 

平井 奈菜 

・環境管理責任者の補佐 

・環境への負荷の自己チェック実施 

・環境への取組の自己チェック実施 

・環境経営目標、環境経営計画原案の作成 

・環境活動の実績を集計 

・環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況の評価 

・環境関連の外部コミュニケーション窓口 

・環境経営レポートの作成及び公表 

安全衛生委員会 
・環境経営システムの運用管理 

・社員の意見聴取、記録作成 

各部門長 

・環境経営システムの実施 

・環境経営方針の周知 

・社員に対する教育訓練の実施 

・環境経営計画の実施と達成度の報告 

・特定項目の手順書作成及び運用管理 

・問題点の把握と是正措置・予防措置の実施 

全従業員 ・決定事項を守り、自主的、積極的に環境活動に参加 

総務部 営業部 技術部

安全衛生委員会
(各担当選出委員)

代表者
(代表取締役社長)

環境管理責任者

(代表取締役副社長)

環境事務局

(総務部マネジャー)
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環境経営目標 （Plan） 

＜主な環境負荷の基準値 (年間)＞  

項目 単位 
基準値 
(2022/7/1～ 

2023/6/30)  

電力使用量 kwh 16,994 

ガソリン使用量 ℓ 37,283 

二酸化炭素排出量 Kg-CO2  20,643 

水使用量 ㎥ 324 

廃棄物排出量 ｋｇ 4,800 

グリーン購入 ％ 38.9 

環境配慮型技術提案 件 0 

地域貢献 回 3 

社員満足度の向上 点 2.86 

※CO 2 排出係数： 0.569(四国電力㈱)、0.00232(ガソリン)  

 

<試行期間における基準値および目標値 (3 ヵ月)> 

年度  

項目 単位 
基準値 目標値 

2022.7.1～ 
2022.9.30  

2023.7.1～ 
2023.9.30 

電力使用量 ℓ 4,806 4,792 

ガソリン使用量 Kg-CO2  10,752 10,720 

二酸化炭素排出量 ㎥ 5,899 5,881 

水使用量 ｋｇ 76 76 

廃棄物排出量 ｋｇ 1,200 1,196 

グリーン購入 ％ 38.9 40.2 

環境配慮型技術提案 件 0 1 

地域貢献 回 1 2 

社員満足度の向上 点 2.86 2.87 

※削減率 0.3％/年 

※基準値(年間)のうち 7～9 月の３ヶ月合計 
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環境経営計画の取組み内容 （Do） 

活動項目 活動内容 

電力使用量の削減 

エアコンの設定温度 (冷房 28℃、暖房 20℃) 

不要時のフロア消灯 

こまめに使用していない所の電気を消す 

帰社時は PC モニタの電源を OFF にする 

不必要なプラグはコンセントから抜く 

過充電の防止 

クールビズ・ウォームビズの実施 

夏季の便座暖房機能 OFF 

ガソリン使用量の削減 

適切な車両整備 

エコドライブの励行 

アイドリングの停止 

Web 会議・Web 講習の積極的な導入 

通勤・現場移動ルートの効率化 

距離に応じたハイブリッド車の使用 

協議日程の調整・乗り合わせ 

水使用量の削減 

トイレのオート洗浄 OFF 

節水の心掛け 

適切な洗剤使用量の厳守 

廃棄物排出量の削減 

社内書類の電子化 

印刷前プレビュー確認の徹底 

ミスプリントを減らす 

裏紙の使用 

マイ箸・マイカップの使用 

ペーパーレス社内会議の推進 

グリーン購入の推進 
再生紙の使用 

グリーン購入対象品の積極購入 

環境配慮型技術提案 

成果品の紙を環境配慮製品のものにする 

NETIS 新技術の比較・採用 

充電式装備の使用 (ヘッドライト、黄チョッキ等)  

受注業務における提案 

地域貢献の取組み 

地域ボランティア清掃への参加 

清掃活動の参加頻度及びエリアの拡大 

災害緊急対応のためのドローン操縦技術者育成 

社員満足度(ES)の向上 社内アンケートの実施 
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取組み結果とその評価 （Check） 

＜環境経営目標の実績と評価＞ 

年度 

 

項目 

目標値 実績値 評価 
(達成率％) 

2023.7.1～2023.9.30 

電力使用量 (kwh)  4,792 4,449 ○ ： 1 0 7 . 7 ％ 

ガソリン使用量 (ℓ)  10,720 11,503 ○ ： 9 3 . 2 ％ 

二酸化炭素排出量(kg)  5,881 5,917 ○ ： 9 9 . 4 ％ 

水使用量 (ℓ)  76 76 ○ ： 1 0 0 . 0 % 

廃棄物排出量 (kg)  ※  1,196 203 ◎ ： 5 8 9 . 2 % 

グリーン購入 (％)  40.2 47.5 ◎ ： 1 1 8 . 2 % 

環境配慮型技術提案（件）  1 1 ○ ： 1 0 0 . 0 % 

地域貢献 （回）  2 3 ◎ ： 1 5 0 . 0 % 

社員満足度の向上 2.87 2.86 ○ ： 9 9 . 7 % 

※廃棄物排出量は、全量計測を始めた今期の実績値を基準として再設定する 

※◎110％以上 ○90％以上 110％未満 △50％以上 90％未満 ×50％未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般廃棄物の重量を記録することで 

排出量の抑制に繋げました。 

ペ ッ ト ボ ト ル ゴ ミ を 減 ら す た め

にマイカップを使用しています。 
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<環境経営計画の実績と評価> 

（1） 電力使用量の削減 

取組内容 結果 評価 

エアコンの温度設定 

（冷房 28℃、暖房 20℃） 
 

73％【達成】 

・継続して実施する 

不要時のフロア消灯 
 

75%【達成】 

・継続して実施する 

こまめに使用していない所の

電気を消す 
 

73%【達成】 

・継続して実施する 

帰社時は PC モニタの電源を

OFF にする 
 

98%【達成】 

・継続して実施する 

不 必 要 な プ ラ グ は コ ン セ ン ト

から抜く  

48%【やや未達成】 

・社内配線を見直した 

過充電の防止 
 

55%【やや未達成】 

・充電用ステーションを設置した 

ク ー ル ビ ズ ・ ウ ォ ー ム ビ ズ の

実施  

65%【やや未達成】 

・適宜周知した 

夏季の便座暖房機能 OFF 
 

55%【やや未達成】 

・総務課で設定を変更した 

※社内アンケートで取組みを「ほぼ毎日」「時々」と答えた人の割合 

【○:70％以上 △:30～70％ ×:0～30％】 

昼休憩時は人が減るためフロアを 

消灯しています。 

社 屋 に 太 陽 光 発 電 を 導 入 し 電 力 需 給

量を可視化しています。 
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（2） ガソリン使用量の削減 

取組内容 結果 評価 

適切な車両整備 
 

85％【達成】 

・社有車は適切に整備されている 

エコドライブの励行 
 

58%【やや未達成】 

・保険ニュースレターを回覧した 

アイドリングの停止 
 

68%【やや未達成】 

・敷地内のアイドリングを禁止した 

Web 会議・Web 講習の 

積極的な導入 
 

18%【未達成】 

・技術的改善、提案を継続する 

通勤・現場移動ルートの 

効率化  

60%【やや未達成】 

・外業時は必要に応じ渋滞回避のた

めの勤務時間変更を認めた 

距離に応じたハイブリッド車 

の使用  

40%【やや未達成】 

・可能な限り実践できている 

協議日程の調整・乗り合わせ 

 

23%【未達成】 

・催事会場と本社の往復バス手配に

より各自のマイカー移動を削減した 

※社内アンケートで取組みを「ほぼ毎日」「時々」と答えた人の割合 

【○:70％以上 △:30～70％ ×:0～30％】 

 

 

 

Web 会議や Web 講習を行うため、 

モニタを設置した会議室を設けました。 

印刷前のプレビュー確認を徹底し、 

ミスプリントを減らしました。 
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（3） 水使用量の削減 

取組内容 結果 評価 

トイレのオート洗浄 OFF 
 

78％【達成】 

・総務課で設定を変更した 

節水の心掛け 
 

78％【達成】 

・水道の出量調整を行った 

・張り紙を掲示した 

適切な洗剤使用量の厳守 
 

68％【やや未達成】 

・適宜周知した 

※社内アンケートで取組みを「ほぼ毎日」「時々」と答えた人の割合 

【○:70％以上 △:30～70％ ×:0～30％】 

 

張り紙やシールを貼って社員全員の節水意識を向上させました。 
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（4） 廃棄物排出量の削減 

取組内容 結果 評価 

社内書類の電子化 
 

75％【達成】 

・継続して実施する 

印刷前プレビュー確認の徹底 
 

93％【達成】 

・継続して実施する 

ミスプリントを減らす 
 

90％【達成】 

・継続して実施する 

裏紙の使用 
 

93％【達成】 

・継続して実施する 

マイ箸・マイカップの使用 
 

58％【やや未達成】 

・概ね浸透しているため継続する 

ペーパーレス社内会議の推進 
 

60％【やや未達成】 

・ 会 議 室 の 大 型 モ ニ タ を 活 用 し 、 概

ね実施できているため継続する 

※社内アンケートで取組みを「ほぼ毎日」「時々」と答えた人の割合 

【○:70％以上 △:30～70％ ×:0～30％】 

 

 

 

分別ボックスの設置および張り紙をして、 

分別回収を行っています。 

裏 紙 利 用 を 進 め 、 コ ピ ー 用 紙 の 使 用

量を削減しています。 
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（5） グリーン購入の推進 

取組内容 
環境経営目標 

評価 
(目標) (実績) 

  再生紙の使用 

  グ リ ー ン 購 入 対 象 品 の

積極購入 

40.2％ 47.5％ ・継続して実施する 

 

 

（6） 環境配慮型技術提案 

取組内容 
環境経営目標 

評価 
(目標) (実績) 

  成 果 品 の 紙 を 環 境 配 慮

製品のものにする 

  NETIS 新 技 術 の 比 較 ・

採用  
  充電式装備の使用(ヘッド

ライト、黄チョッキ等)  

  受注業務における提案  

1 件 1 件 
・受注拡大を目指す 

・継続して技術提案を目指す 

 

 

（7） 地域貢献 

取組内容 
環境経営目標 

評価 
(目標) (実績) 

  地域ボランティア清掃へ

の参加 

  清 掃 活 動 の 参 加 頻 度 及

びエリアの拡大 

  災害緊急対応のためのド

ローン操縦技術者育成 

2 回 3 回 

・継続してアドプトに参加 

・ ド ロ ー ン 操 縦 技 能 証 明 お

よ び 安 全 運 航 管 理 者 証 明

を 12 名取得 

 

 

（8） 社員満足度（ES）の向上 

取組内容 
環境経営目標 

評価 
(基準) (実績) 

  社内アンケートの実施 
2.86 

点 

2.86 

点 

・ 継 続 し て 社 員 満 足 度 向 上

を目指す 
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弊社の取組み紹介 

 

○ボランティア・サポート・プログラム徳島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○徳島 SDGｓパートナー制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○防火防災訓練 

 

 

防火防災訓練にて、消火訓練を行うこと

で防火意識を高めることができました。 

 

 

 

一般国道５５号の両側歩道を社員の全員

で清掃及び空き缶拾いを行っています。

道 路 美 化 と 道 路 利 用 者 の マ ナ ー の 向 上

を目指し活動しています。 

ファルコン SDGｓ宣言に続き 

『徳島県 SDGｓパートナー制 

度 』 へ の 登 録 を 行 い 、 取 組 み の

輪を広げることを目指します。 
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環境関連法規等の遵守状況の確認 

適用される主な環境関連法規は以下のとおりです。 

適用される法規制 
適用される事項 

(施設、物質、事業活動等) 

遵守 

状況 

環境基本法 
・公害防止及び自然環境保全措置 

・施策の協力及び再生資源の有効利用 
○ 

廃棄物処理法 
・許可業者への委託 

・マニフェスト交付及び保存 
○ 

浄化槽法 ・保守点検、定期水質検査の届出 ○ 

消防法 ・消防用設備の保守点検 ○ 

グリーン購入法 ・購入品・調達品の選定 ○ 

特定家庭用機器再商品化法 

(家電リサイクル法) 

・特定家庭用機器の長期使用 

・廃棄時の再商品化 

該当

なし 

フロン排出抑制法 ・業務用エアコンの定期点検 ○ 

循環型社会形成推進基本法 
・廃棄物の抑制 

・非循環的資源の適正処分 
○ 

徳島県環境基本条例 ・公害防止及び環境保全のための措置 ○ 

徳島市公害防止条例 
・公害防止のための措置 

・調査、施策への協力 
○ 

環境関連規制等は遵守されていました。 

また、違反や訴訟等も過去ありませんでした。 
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代表者による全体の評価と見直し・指示 

【評価】 全社員による環境活動は順調に成果を挙げていると評価できる。 

【見直しの必要性】 現時点でなし。 

【指示事項】 

・活動状況の一層の見える化を進め、社員全員の協力で取組の充実を図っ

てほしい。 

・建設コンサルタントとして、地域で暮らす人々の安全を守ることは使命で

ある。環境に配慮した仕事を常に考え進めていくと共に、技術力を高め提案

できる企業として成長してもらいたい。 

 

 

変更の有無 

・環境経営方針 

・環境経営目標及び環境経営計画 

・実施体制 

 

今後の中長期計画 （Action） 

 

年度  

項

目 

基準値 2023 年度 2024 年度 2025 年度 

2022.7.1～ 
2023.6.30 

2023.7.1～ 
2024.6.30 

2024.7.1～ 
2025.6.30 

2025.7.1～ 
2026.6.30 

電力使用量 16,994 16,943 16,892 16,842 

ガソリン使用量 37,283 37,171 37,059 36,948 

二酸化炭素排出量 20,643 20,581 20,519 20,457 

水使用量 324 323 322 321 

廃棄物排出量 4,800 4,786 -- --  

グリーン購入 38.9 40.2 40.5 40.8 

環境配慮型技術提案 0 1 2 3 

地域貢献 3 3 3 3 

社員満足度の向上 2.86 2.87 2.88 2.89 

※削減率 0.3％/年 とした 

※廃棄物排出量の基準値は’23 年実績値に基づき再設定 

 

 

 

 

変更なし    ☐変更あり 

変更なし    ☐変更あり 

変更なし    ☐変更あり 


